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第1章 序　論
1．1　研究の背景
「湖は微小宇宙なり」とTansley1）が述べているように，湖は，環境と生物群集によっ
て完結した形に近い一つのシステムを形成している．すなわち，湖沼ごとに水質特性
が異なるため，富栄養化等の問題を解決するためには，まず，対象とする湖沼の水質
特性を明らかにすることが不可欠である．現在，世界中の多くの湖沼において，富栄
養化に伴うアオコや淡水赤潮が問題となっている．それらのように植物プランクトン
の異常増殖によって引き起こされる問題は，単に水質に影響を及ぽすだけでなく，ア
オコを含んだ水を飲んだため家畜や野生生物が弊死したり，また人体にも影響が現れ
た等の報告がなされている2）一4）．このようなアオコや淡水赤潮の問題は，世界中で盛
んに研究がなされ，目本も例外ではない．しかし，近年，日本では稀な種であること
からあまり注目されていないラフィド藻の60刀70560加傭Sθ鰐η（6しSθ鰐刀）5）・6）のブル
ーム（異常増殖）が，北ヨーロッパを中心に確認され，注目されている．6、sθ脚ηの
ブルームは，水質に影響を及ぽすだけでなく，人体にも影響（かゆみ，アレルギー反
応）があることが報告7）されており，ブルームによって遊泳禁止となった湖もある．
日本においても，蛇沼，中沼，河口湖等で生息が確認8）されているが，比較的稀な種
であるため6し5θ加θηに関する研究報告は少なく，未だ不明な点が多い．αsθ加θηは，
渦鞭毛藻Pθr∫4加∫〃加房ρθs同様，遊泳能力を持つ走光性の種であり，2本の鞭毛によ
って遊泳し，目周期鉛直移動を行う．このような日周期鉛直移動を行う植物プランク
トンは，他の種に比べ栄養塩摂取や光合成の面で優位に立てるといえ，その特性を解明
することは，水質の予測や改善を考える上で重要なことである．
　本研究で対象とした長崎県の川原大池は，貯水容量71万m3の比較的小さな貯水池
であるが，地元の地方自治体が新たな水資源として候補に挙げ利水の検討を始めた湖
である．小規模な上に富栄養化がかなり進んだ湖であるため，その浄化法とともに利
水するにあたっての問題点を明らかにすることが求められている．川原大池では水質
浄化策の一つとして，1998年4，月に，栄養塩を高濃度に含む底層水を排出する装置が
試験的に設置された．また，2000年から実施されている詳細な水質鉛直分布調査によ
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って，Osθ耀ηのブルームが6月～10月にかけて中層に高濃度に形成されることが明
らかになったことから，2000年12月，中層における05θ加θηのブルーム層を排除す
る装置も設けられた．これらの装置の効率的運用を図り水質浄化に資するためにも，
水質特性や植物プランクトンのブルーム特性を明らかにすることが求められている．
1．2　研究の目的ならびに概要
　本研究の最終的な目的は，川原大池ひいては一般湖沼における有効な水質浄化策を
提案することであるが，その前段階として，当面の目的を水質変化とその変化をもた
らす要因を明らかにし，現象の理解を深化させることとした．水質調査の結果，川原
大池の主な水質変化特性として，夏季に底層部が貧酸素化するとともに，底泥からの
栄養塩の溶出と中層における6悟θ加θ刀のブルーム発生が挙げられる．そこで，底泥か
らの栄養塩の溶出を室内実験および現地試験によって明らかにする．また，水質浄化
策の一つとして，6．sθ〃θηのブルーム層を選択排除した場合の水質浄化効果の検討を，
メソコスム（隔離水界）を用いて行う．また，メソコスム実験およびマイクロコスム
実験によって，6し5θ加θ刀の鉛直移動特性特性を明らかにする．
　本論文の構成と概要は次に記すとおりである．
第1章　　「序　論」
　研究の背景と目的について述べる．
第2章　「川原大池における水質変化特性と60〃70訪o熈初3θ加θ刀のブルームと制限因子」
　本研究で対象とする川原大池の水質変化特性を明らかにするために，詳細な水質鉛
直分布調査行った．その結果，夏季に貧酸素化した底層部において底泥からの栄養塩
の溶出が起こること，また，中層にεsθ鰐刀のブルームが発生することを観測データを
中心に明らかにする．さらに，6し5θ加θ刀のブルームについては，制限因子を特定する．
第3章　　「底泥からの栄養塩溶出に関する実験」
　第2章の水質調査によって明らかとなった底泥からの栄養塩の溶出を，室内実験お
よび現地試験によって再現することを試みる．また，酸素移動係数および栄養塩の溶
出フラックスを算出し，これらの実験の有効性を検討する．
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第4章　　「60η70訪o泌加sθ加θ刀のブルーム層排除による湖沼水質の変化」
　第2章の水質調査によって明らかとなったOsθ加θ刀のブルームに注目し，Osθ鰐刀
のブルーム層排除が湖沼の水質浄化に有効であるかを調べる．実験にはメソコスム（隔
離水界）を使用し，メソコスム内の6しsθ加θ刀のブルーム層をポンプで排出し，それが
水質に与える影響を調べ，水質浄化効果について検討する．
第5章「60η．vo5如加〃加sθ加θηの日周期鉛直移動特性」
　本章では，6しsθ〃θ刀の日周期鉛直移動特性に注目し，鉛直分布調査やメソコスム（隔
離水界）を用いた日周期鉛直移動観測を行い，6し5θ加θηの目周期鉛直移動特性を調査
する．すなわち，日中，6しsθ加θηのブルームが中層付近に形成される要因として，光
の影響以外にもpHが大きく影響していることを明らかにする．とくに，マイクロコス
ム（小型実験生態系）を用いた室内実験を行い，それらを明らかにする．
第6章「結　論」
　各章の結果をまとめ，結論とした．
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